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校区のまちづくり  その4

「わくわく」でつながる

商業と文化が融合した
藤崎八旛宮のお膝元に

人
気
の
古
着
屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
、
新
旧
が
混
在
す
る
地
域
。
各
商

店
で
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
が
功

を
奏
し
、
多
く
の
若
者
で
賑
わ
う
通

り
で
す
。

一
方
、
白
川
沿
い
の
子
飼
周
辺
エ

リ
ア
に
は
、
子
飼
商
店
街
や
、
藤
崎

八
旛
宮
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
は

石
碑
が
残
る
だ
け
で
す
が
、
大
相
撲

を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
吉
田
司
家
や
、

現
在
は
熊
本
城
三
の
丸
に
移
転
し
て

い
る
旧
細
川
刑
部
邸
も
こ
の
エ
リ
ア

に
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
校
区
を
「
歴
史
と
文
化
が

あ
る
ま
ち
」
と
語
る
の
は
、
碩
台
校

区
自
治
協
議
会
の
桝
田
攝
也
会
長
。

「
碩
台
校
区
の
歴
史
を
活
か
し
て
、

い
つ
か
、
歴
史
を
辿
る
散
歩
コ
ー
ス

を
作
り
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
６
年
に
開
校
し
た
碩

台
小
学
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
ク

ー
ル
で
何
度
も
優
勝
し
た
合
唱
の
実

力
校
で
も
あ
り
、
戦
前
に
は
男
女
合

わ
せ
て
３
年
連
続
全
国
制
覇
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。（
当
時
は
男
女
分
か

れ
て
参
加
）。

初
代
校
長
が
、
な
で
し
こ
の
よ
う

に
優
雅
で
逞
し
い
子
ど
も
に
育
っ
て

欲
し
い
と
作
っ
た
校
歌
「
な
で
し
こ

の
歌
」
は
、
今
で
も
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
歌
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

し
て
ま
た
、
校
区
の
人
に
も
愛
さ

れ
、
歌
い
つ
が
れ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
校
歌
ら
し
く
な
い
、
優
し
く
穏

や
か
な
歌
詞
は
、
校
区
の
人
た
ち
も

目
標
と
す
る
人
の
姿
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

藤
崎
八
旛
宮
と

秋
季
例
大
祭
を

支
え
る
ま
ち

熊
本
市
の
総
鎮
守
、
藤
崎

八
旛
宮
は
、
も
と
も

と
藤
崎
台
県
営
野
球
場
周
辺
に
あ
り

ま
し
た
が
、西
南
戦
争
（
１
８
７
７
）

で
焼
失
し
た
の
を
機
に
、
現
在
地
に

移
り
ま
し
た
。
以
来
、
碩
台
校
区
の

人
々
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
拝
者
が
心
地
よ
く
お
参
り
で
き

る
よ
う
に
と
、
月
２
回
校
区
の
方
が

参
道
を
清
掃
。
そ
し
て
秋
季
例
大
祭

の
時
は
小
学
校
の
体
育
館
を
開
放
し
、

協
力
し
て
い
ま
す
。　

そ
し
て
、
校
区
の
何
よ
り
の
誇
り

は
「
碩
台
校
区
が
一
番
古
い
奉
納
団

体
で
あ
る
こ
と
と
、
一
番
最
初
に
飾

碩台小学校を卒業し、現在も校区に住む人が多い碩台校区。校歌は
住民にも歌い継がれている

碩
せ き だ い
台校区

歴
史
を
感
じ
る

町
並
み
に

な
で
し
こ
の
歌
が
響
く

熊
本
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
す
る
碩
台
校
区
。

国
道
３
号
を
は
さ
み
、
南
坪
井
・
並

木
坂
エ
リ
ア
と
子
飼
周
辺
エ
リ
ア
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

南
坪
井
・
並
木
坂
エ
リ
ア
は
、
老

舗
の
古
書
店
、
和
菓
子
店
や
、
若
者

伝統と文化を受け継ぐ老
舗と新しい感性のショッ
プが入り交じる並木坂

熊本を代表する祭「藤崎宮例大
祭」は、校区の人々も楽しみに
している祭り


